
　
首
里
城
は
、
現
在
首
里
城
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
心
に
は
、
国

が
所
有
し
て
い
る
国
営
沖
縄
記
念
公
園
が

あ
り
、
そ
の
周
囲
を
取
り
囲
む
よ
う
に
沖

縄
県
の
県
営
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
国
営
沖
縄
記
念
公
園
の
一

部
に
つ
い
て
国
か
ら
許
可
を
受
け
て
、
平

成
31
年
２
月
か
ら
沖
縄
県
が
管
理
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
国
営
沖
縄
記
念
公
園
内
に
は
、
琉
球
王

国
最
大
の
建
造
物
と
い
わ
れ
る
正
殿
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
中
国
と
日
本
の
築

城
文
化
を
融
合
し
た
独
特
の
建
築
様
式
や

石
組
み
技
術
に
高
い
文
化
的
・
歴
史
的
価

値
が
あ
る
と
さ
れ
、
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
て
い
る
首
里
城
跡
も
あ
り
ま
す（
琉

球
王
国
の
グ
ス
ク
及
び
関
連
遺
産
群
。）。

　
首
里
城
公
園
内
に
は
他
に
も
、
二
千
円

札
の
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
さ
れ
て
い
る
守
礼

門
や
、
首
里
城
跡
と
共
に
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
て
い
る
園
比
屋
武
御
嶽
石
門

（
そ
の
ひ
ゃ
ん
う
た
き
い
し
も
ん
）、
円
覚

寺
（
え
ん
か
く
じ
）
跡
な
ど
の
文
化
財
が

点
在
し
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
は
、
国
が
所
有
す

る
国
営
沖
縄
記
念
公
園
（
海
洋
博
公
園
）

内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
沖
縄
美
ら
海
水

族
館
を
含
む
海
洋
博
公
園
の
一
部
に
つ
い

て
首
里
城
と
同
様
に
国
か
ら
許
可
を
受

け
、
平
成
31
年
２
月
か
ら
沖
縄
県
が
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
が
あ
る
海
洋
博
公

園
は
、
１
９
７
５
年
に
本
部
町
で
開
催
さ

れ
た
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
の
終
了
後
、

そ
の
会
場
跡
地
に
国
営
公
園
と
し
て
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

　
海
洋
博
公
園
に
は
、
沖
縄
美
ら
海
水
族

館
以
外
に
も
、
例
年
国
際
洋
蘭
博
覧
会
が

開
催
さ
れ
て
い
る
熱
帯
ド
リ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
や
、
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
て
い
る
エ
メ
ラ
ル
ド
ビ
ー
チ
と

い
っ
た
施
設
が
あ
り
ま
す
。
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（
１
）
首
里
城
公
園
で
は
、
例
年
９
月
頃
に

月
明
か
り
に
照
ら
さ
れ
た
正
殿
を
背
に
、

人
間
国
宝
に
よ
る
最
高
峰
の
古
典
舞
踊
や

組
踊
が
披
露
さ
れ
る
「
中
秋
の
宴
（
う
た

げ
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
首
里
城
祭
も
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
里
城
祭
で
は
、
国

王
や
王
妃
が
首
里
城
公
園
周
辺
を
練
り
歩

く
古
式
行
列
や
、
国
際
通
り
を
舞
台
と
し

て
琉
球
国
王
・
王
妃
の
行
列
に
伝
統
芸
能

団
な
ど
が
つ
づ
き
、
総
勢
約
７
０
０
名
に

よ
る
壮
観
な
世
界
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
琉

球
王
朝
絵
巻
行
列
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
首
里
城
公
園
で
は
２
月
か
ら
新

し
い
エ
リ
ア
で
あ
る
御
内
原
（
お
う
ち
ば

ら
）
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
御
内
原
に
は
、
首
里
城
に
お
い
て
最

も
標
高
が
高
い
東
（
あ
が
り
）
の
ア
ザ
ナ

と
い
う
物
見
台
や
、
普
段
は
王
女
の
居
室

で
あ
り
、
国
王
が
死
去
し
た
際
に
世
子
が

新
た
な
国
王
と
し
て
即
位
す
る
た
め
の
儀

式
を
行
っ
て
い
た
世
誇
殿
（
よ
ほ
こ
り
で

ん
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
誇
殿

内
の
舞
台
で
は
、
伝
統
芸
能
公
演
と
し
て

琉
球
舞
踊
な
ど
の
演
舞
を
毎
日
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
正
殿
横
に
あ
る
北
殿
内
で
は

４
月
末
に
新
し
く
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
歩
き
疲
れ
た
足
を
休
め
な
が
ら
、

軽
食
や
ド
リ
ン
ク
を
満
喫
す
る
の
も
魅
力

的
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

等
で
通
常
の
入
場
料
金
よ
り
も
お
得
な
チ

ケ
ッ
ト
を
購
入
で
き
る
ほ
か
、
70
歳
以
上

の
県
民
の
方
は
入
場
料
が
無
料
に
な
る

サ
ー
ビ
ス
も
試
行
し
て
い
ま
す
の
で
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
２
）
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で
は
、
世
界
最

長
飼
育
記
録
を
更
新
し
て
い
る
ジ
ン
ベ
エ

ザ
メ
以
外
に
も
、
世
界
初
や
日
本
初
の
展

示
を
行
っ
て
い
る
生
物
が
い
ま
す
の
で
、

ご
来
場
の
際
に
は
是
非
探
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
の
周
辺
で

も
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
エ
メ
ラ
ル
ド
ビ
ー
チ
で
は
、
例
年

７
月
頃
に
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実

施
し
て
お
り
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
花

火
の
打
ち
上
げ
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
他
に
も
、
海
洋
博
公
園
全
体
を
会
場
と
し

た
海
洋
博
公
園
全
国
ト
リ
ム
マ
ラ
ソ
ン
大
会

も
例
年
１
月
頃
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
日
開
催
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
は
、
観
覧
無
料
の
イ
ル
カ
シ
ョ
ー
や

イ
ル
カ
観
察
会
を
オ
キ
ち
ゃ
ん
劇
場
で
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
海
洋
文
化
館
で
は
最

大
恒
星
数
１
億
４
千
万
個
に
及
ぶ
美
し
い

星
空
を
ド
ー
ム
ス
ク
リ
ー
ン
い
っ
ぱ
い
に

表
現
す
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
、
実
物
大

（
全
長
15
メ
ー
ト
ル
以
上
）
の
舟
の
展
示
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

（
３
）
各
施
設
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
（
一
財
）
沖
縄
美
ら
島
財
団
が
発
行
す

る
広
報
誌
「
御
城
〈
う
ぐ
し
く
〉
だ
よ
り
」

ま
た
は
「
海
洋
博
美
ら
海
通
信
」
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

首里城と沖縄美ら海水族館では
色々なイベントを行っています！

１
．首
里
城
に
つ
い
て

２
．沖
縄
美
ら
海
水
族
館
に

　 

つ
い
て

３
．首
里
城
公
園
と

　 

沖
縄
美
ら
海
水
族
館
で

　  

行
わ
れ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

首里城正殿
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